
「 おおいた教育の日」 エッ セー

　 私は大分県で生ま れ育ち 、 豊かな自然と 温い人々に囲ま れて成長し てき ま し た 。 海と 山四季折々の行

事、 地域でかわさ れる 温かなあいさ つ。 そう し た日常が、 私の心の中にふる さ と への誇り を 育ててく れて

いる と 思いま す。 進路を 考える 中で、 私は家庭科教員と いう 将来像を 描く よ う になり ま し た。 そし て、 こ

の道を 選ぶこ と は、 ふる さ と の未来に少し は繋がる のではないかと 思いま す。

　 家庭科は「 衣・ 食・ 住・ 消費・ 福祉」 と いっ た日々の暮ら し に直結する 学びを 扱う 教科です。 私は授業

での、 調理や被服、 保育など の学びを 通し て、 知識や技術が生活を 豊かにし 、 人と の関わり を よ り 温かく

する 力を 持っ ている こ と を 実感し ま し た。 特に、 家庭科の授業で地域の食材を 使っ た調理実習を し た際、

地元の農産物や食文化を 知る こ と が、 自分の地域を 大切に思う 心を 育てる と 感じ ま し た。 こ の経験が、 家

庭科教員と し て「 実生活に役立つ学び」 と 「 地域への愛着」 を 生徒に伝えたいと いう 思いの原点です。

　 大分県は豊かな自然と 食文化を 持ちながら も 、 少子高齢化や若者の県外流出と いっ た課題を 抱えていま

す。 地元に残る 人材を 増やし 、地域を 支える 人を 育てる ためには、若い世代がふる さ と に誇り を 持ち、「 こ

こ で生き ていき たい」 と 思える 環境づく り が欠せま せん。 私は、 学校教育の中でその土台を 築く 役割を 担

える のではと 考えていま す。

　 家庭科の授業では、 地元産の食材を 使っ た調理や伝統的な保存食づく り 、 地域の伝統工芸や手仕事に触

れる 活動など を 取り 入れる こ と ができ ま す。例えば、椎茸やかぼす、関あじ 、関さ ばと いっ た特産品を テー

マにし た調理実習は、 地元の産業への理解を 深める き っ かけになり ま す。 ま た、 地元の高齢者を 招いて昔

ながら の料理や裁縫技術を 教えていただく 授業は、 世代間交流の場と なり 、 地域の絆を 強める こ と ができ

ま す。

　 さ ら に、 家庭科教育は生活力を 育てる だけでなく 、 防災や環境保護と いっ た現代的な課題にも 対応でき

ま す。 大分県は地震や豪雨など 自然災害のリ ス ク がある 地域です。 授業で防災食づく り や避難所での生活

シミ ュ レ ーショ ン を 行う こ と で、 生徒たちは災害時にも 冷静に対応でき る 力を 身につけら れま す。 ま た、

地元の食材を 活用し た持続可能な食生活で、 エネルギーを 節約する 暮ら し 方を 考える こ と は、 環境にやさ

し い地域づく り にも つながり ま す。

　 私は、 こ う し た授業を 通じ て、 生徒たちが「 大分県には素晴ら し い資源や文化がある 」 と 気づき 、 将来

の暮ら し や仕事の場と し て地元を 選ぶき っ かけ作り を し たいと 考えていま す。 そし てその積み重ねが、 ふ

る さ と の人口減少や地域衰退と いっ た課題の緩和につながる と 信じ ていま す。

　 今の私は高校生ですが、 こ れから の私は家庭科教員と し て、 学びを 通し て生徒たちの暮ら すふる さ と へ

の思いを 豊かにし ていき ま す。 ふる さ と の未来は、 その生徒たちが大分を 支え、 次の世代に文化や魅力を

引き 継いでいく こ と です。 二つの未来は決し て別々ではなく 、 重なり 合いながら 進んでいく も のです。 私

はこ れから も 学びを 深め、 地域活動や実践的な経験を 積み重ねていき たいです。 そし てふる さ と の未来を

担う 教師になり たいです。
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